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北海道立都市公園の概要 

（北海道立サンピラーパーク） 

 

１ サンピラーパークの概要 

(1) 事業経緯等 

① 北海道立サンピラーパークは、平成１１年の基本構想、平成１２年の基本計画からワークショップと

連携をとり策定を進めてきたが、そのワークショップの発展である「北のふるさと塾」の立ち上げと

同じくして平成１３年５月１８日に道立公園の適地として認められ、道立都市公園としては９番目

の広域公園として整備が進められた。 

ž 都市計画決定･･･平成１３年３月９日 

ž 事業着手･･･平成１３年度～ 

ž 一部供用開始（サンピラー交流館など）･･･平成１８年１１月１１日 

ž 一部供用開始（ふるさと工房館など）･･･平成１９年７月２０日 

ž 全面供用開始･･･平成２０年度 

② 北海道立サンピラーパークは「北のふるさとを創る」を理念とし、地域の歴史や自然環境、そこから

生み出される特性を積極的に活かし、森林、水、草原、花畑などの多様な環境要素を取り入れた、人々

の心がいやされる魅力的な公園空間を目指し整備が行われている。 

 

(2) 施設概要 

道立サンピラーパークの管理及び運営業務の対象となる施設は、次のとおりである。 

 

 

 １所在地 名寄市日進

 ２設置目的 広域公園

 ３施設内容

 （１）総面積 ６３．０ｈａ（うち指定管理者管理面積６３．０ｈａ）

 （２）施設

 園路及び広場
園路（橋梁含む）、散策路（デッキ、木道含む）、広場（緑の広場、休憩所前、サンピラー交

流館前）、せせらぎ広場　等

 修景施設 植栽、芝生、花壇、樹木、噴水、池　等

 休養施設 ベンチ、野外卓、ウッドデッキ、オートキャンプ場（「森の休暇村」名寄市所管施設）　等

 遊戯施設
サンピラー交流館（ＲＣ造 3,580 ㎡、屋内遊戯施設）徒渉池、大型遊具（ふわふわドーム、

森の見張り塔、迷宮の広場、太陽の神殿、月の神殿　等）、屋内遊具　等

 運動施設
サンピラー交流館内（冬季カーリング（５シート）・夏季体育館利用　等）、ストリートスポ

ーツ広場（スケートボード等（１２セクション））

 教養施設 体験学習施設（ふるさと工房館ＲＣ造 542 ㎡）、天文台きたすばる（名寄市所管施設）等

 便益施設 駐車場、便所、水飲み場　等

 
管理施設

サンピラー交流館（事務室、会議室、倉庫、機械室、電気室　等）、物置小屋、門扉、掲揚

ポール、柵、標識、掲示板、照明施設、擁壁、護岸、電線管路、電機設備、機械設備、給水

設備、上下水道管、排水施設（暗渠、排水路　等）、調整池　等
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(3) サンピラーパーク全体平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(4) 備品一覧 

別添１－7－１のとおり  
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２ サンピラーパーク利用実績（利用者数） （単位：人） 

　 

３ サンピラーパーク現行利用料金一覧表 

◆条例上限額 

別表第 7（第１２条の２関係） 

(1) 屋内競技場を利用する場合（4 月 1 日から 10 月 31 日までの間に利用する場合を除く。） 

 

(2) 屋内競技場内の設備を利用する場合 

 

 

 区分
令和 3 年度 
（実績）

令和 4 年度 
（実績）

令和 5 年度 
（実績）

令和 6 年度 
（実績）

令和 7 年度 
（実績）

 公園全体利用者数（推計） 62,903 73,320 92,777 97,491 87,467

 カーリング場入場者 6,257 5,903 7,162 6,943 6,078

 一般 2,928 2,847 3,180 3,419 2,981

 大学生 426 285 353 221 306

 高校生 539 404 744 281 267

 小中学生 2,345 2,366 2,883 3,017 215

 その他 19 1 2 5 2

 （うち減免対象） 0 20 44 0 8

 区分 利用料金の上限

 １学齢に達しない者、小学校の児童、中学校の生徒及びこれ

らに準ずる者に係る競技会、練習会等に利用する場合
シート１面１時間につき 980 円

 ２高等学校の生徒及びこれに準ずる者に係る競技会、練習会

等に利用する場合
シート１面１時間につき 1,990 円

 ３１及び２以外の者に係る競技会、練習会等に利用する場合 シート１面１時間につき 3,720 円

 区分 利用料金の上限

 カーリング用具（ブラシ、シューズ及びスライダー） １組 1 日１日につき 350 円
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◆利用料金承認額（令和４年３月 31 日承認） 

〔受託者の名称〕 

株式会社　名寄振興公社 

〔利用料金の額〕 

(1) 屋内競技場を利用する場合（4 月 1 日から 10 月 1 日までの間に利用する場合を除く。） 

 

 

 区分 利用料金の上限

 

１ 学齢に達しない者、小学校の児童、中学校の生徒及びこれ

らに準ずる者に係る競技会、練習会等に利用する場合

①5 人以上でシート 1 面を利用 
シート１面１時間につき

400 円

 ②4 人以下でシート 1 面を利用 
シート１面１時間につき

320 円

 ③シート 2 面以上を利用 
シート１面１時間につき

360 円

 ④回数券(11 回券)) 
1 回当たりシート１面１時間の利用

とし回数券の有効期限は、発行日か

ら当シーズンの最終部までとする。

5 人以上 
4,000 円 

４人以下 
3,200 円

 

２ 高等学校の生徒及びこれに準ずる者に係る競技会、練習会

等に利用する場合

①5 人以上でシート 1 面を利用 
シート１面１時間につき

800 円

 ②4 人以下でシート 1 面を利用 
シート１面１時間につき

600 円

 ③シート 2 面以上を利用 
シート１面１時間につき

700 円

 ④回数券(11 回券)) 
1 回当たりシート１面１時間の利用

とし回数券の有効期限は、発行日か

ら当シーズンの最終部までとする。

５人以上 
8,000 円 

4 人以下 
６,000 円

 

３ １及び２以外の者に係る競技会、練習会等に利用する場合

①5 人以上でシート 1 面を利用 
シート１面１時間につき

1,700 円

 ②4 人以下でシート 1 面を利用 
シート１面１時間につき

1,400 円

 ③シート 2 面以上を利用 
シート１面１時間につき

1,500 円

 ④回数券(11 回券)) 
1 回当たりシート１面１時間の利用

とし回数券の有効期限は、発行日か

ら当シーズンの最終部までとする。

５人以上 
17,000 円 

４人以下 
14,000 円

 

大学生の生徒及びこれに準ずる競技会、練習会等に利用する

場合

①5 人以上でシート 1 面を利用 
シート１面１時間につき

1,100 円

 ②4 人以下でシート 1 面を利用 
シート１面１時間につき

900 円

 ③シート 2 面以上を利用 
シート１面１時間につき

1,000 円

 ④回数券(11 回券)) 
1 回当たりシート１面１時間の利用

とし回数券の有効期限は、発行日か

ら当シーズンの最終部までとする。

５人以上 
11,000 円 

４人以下 
9,000 円
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(2) ＪＯＣ・北海道パートナーシップ協定に基づき屋内競技場を利用する場合 

  （4 月 1 日から 10 月 31 日までの間に利用する場合を除く。） 

 

(3) 屋内競技場内の設備を利用する場合 

 

(4) ＪＯＣ・北海道パートナーシップ協定に基づき屋内競技場を利用する場合 

 

 

 

 区分 利用料金の上限

 １学齢に達しない者、小学校の児童、中学校の生徒及びこれ

らに準ずる者に係る競技会、練習会等に利用する場合
シート１面１時間につき 200 円

 ２高等学校の生徒及びこれに準ずる者に係る競技会、練習会

等に利用する場合
シート１面１時間につき 400 円

 ３１及び２以外の者に係る競技会、練習会等に利用する場合 シート１面１時間につき 850 円

 区分 利用料金の上限

 カーリング用具（ブラシ、シューズ及びスライダー） １組 1 日１日につき 150 円

 区分 利用料金の上限

 カーリング用具（ブラシ、シューズ及びスライダー） １組 1 日１日につき 80 円
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◆利用料金収入の減免基準及び運用 

北海道立サンピラーパーク管理規則（令和２年３月 31 日改正） 

（利用料金の減免の基準） 

第 5 条 条例第 12 条の２第６項に規定する規則で定める基準は、次のとおりとする。 

(1) 次に掲げる者については、利用料金を免除することができることとする。 

ア 特別支援学校の児童及び生徒並びにこれらの引率者 

イ 児童福祉法（昭和 22 年法律第 164 号）第７条第１項に規定する児童福祉施設に入所し、又

は通園している少年及びその引率者 

ウ 身体障害者福祉法（昭和 24 年法律第 283 号）第 15 条第４項の規定による身体障害者手帳

の交付を受けている者及びその引率者 

エ 生活保護法（昭和 25 年法律第 144 号）による保護を受けている者 

オ 児童相談所、知的障害者更生相談所、精神保健福祉センター若しくは障害者職業センターの長

又は精神保健指定医により知的障害者と判定された者及びその引率者 

カ 精神保健福祉センターの長、精神保健指定医又は精神科を標ぼうする医師により精神障害者

（知的障害者を除く。）と判定された者及びその引率者 

キ 老人福祉法（昭和 38 年法律第 133 号）第５条の３に規定する老人福祉施設に入所している

者及びその引率者 

ク その他知事がアからキまでに掲げる者に準ずる者と認めるもの 

 

(2) 前号に掲げるもののほか、知事が特別な理由があると認める場合※は、利用料金を減免することがで

きることとする。 

※「知事が特別な理由があると認める場合」の運用について 

道が主催、又は、道と他の団体との共催で事業を行う場合で次の視点から減免が妥当と認められる

もの。ただし、適用にあたっては、事前に設置者と協議すること。 

<視点> 

① 本道の活性化やイメージアップにつながるもの 

② 本道の観光、生活、文化、芸術の振興を目的とするもの 

③ 都市公園の設置目的にかなったもの 

④ その他北海道及び道民全体にとって共通の利益享受となるなど公益性を有しているもの 

 

 

 ＜参考＞ 

「庁舎及び敷地内で開催される各種イベント事業等に係る使用許可の取り扱いについて」（平成 17

年 10 月３日付け管財第 875 号（総務部管財課長）通知）（抜粋） 

（２）使用許可を必要としない場合 

道が主催、又は、道と他の団体との共催で事業を行うとき。共催で事業を実施する場合は、道の事務

事業の内容及び共催者との役割分担が明確になっていること。
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４ サンピラーパーク利用料金収入実績　 （単位：円） 

 
５ 管理運営経費の推移 

(1) 管理運営経費の推移 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円、人） 

 

(2) 資産の状況 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円） 

 

 区分
令和４年度 
（実績）

令和５年度 
（実績）

令和６年度 
（実績）

令和７年度 
（実績）

令和８年度 
（見込）

 屋内競技場 1,883,780 2,502,570 2,737,640 2,110,630 2,788,850

 一
般

通常シート利用 263,500 249,900 260,100 217,600 251,600

 １シート４名以下 140,000 134,400 141,400 168,000 375,200

 シート 2 面以上 582,000 765,000 1,219,500 633,000 1,012,500

 回数券 98,000 199,000 230,000 196,000 202,000

 大
学
生

通常シート利用 27,500 18,700 9,900 19,800 23,100

 １シート４名以下 16,200 13,500 12,600 86,400 48,600

 シート 2 面以上 85,000 126,000 88,000 102,000 147,000

 回数券 0 9,000 9,000 0 0

 高
校
生

通常シート利用 2,400 46,400 26,400 14,400 16,800

 １シート４名以下 7,200 54,000 18,600 21,600 29,400

 シート 2 面以上 41,300 231,000 34,300 26,600 116,200

 回数券 50,000 18,000 14,000 38,000 6,000

 中
学
生
以
下

通常シート利用 8,400 18,000 16,800 8,800 13,200

 １シート４名以下 11,520 17,280 33,920 26,880 22,400

 シート 2 面以上 225,360 233,640 241,920 250,200 180,000

 回数券 32,000 77,600 87,200 38,400 9,600

 用具貸出 293,400 291,150 294,000 262,950 335,250

 R4 年度 
（決算）

R5 年度 
（決算）

R6 年度 
（決算）

R7 年度 
（決算）

R8 年度 
（予算）

主な内訳・数量

 受益者 
負担

利用料金 1,884 2,503 2,738 2,111 2,788

 その他 232 636 1,176 1,086 300

 道負担 負担金 62,729 63,129 63,317 62,102 64,784

 修繕費 105,918 157,994 163,759 114,722 129,000

 管理 
運営 
経費

人件費 19,290 21,205 22,607 25,132 19,648

 維持管理費 30,547 26,467 25,998 25,815 17,900

 光熱水費 29,371 24,973 25,451 25,217 17,220

 修繕費 1,176 1,494 547 598 680

 自主事業費 376 648 782 851 977

 その他 16,806 17,836 19,285 22,759 17,357 ※その他管理運営に係る経費

 職員 
体制

常勤 ３ ４ ４ 6 6

 非常勤・臨時職員 ６ ７ ７ 7 ７

 資産の種別 建設費・取得費 残存価格 適用（内訳等）

 土地 121,058 公有財産台帳上の現在評価額

 
建物

446,744 247,207 サンピラー交流館

 7,402 744 倉庫(交流館) 

 140,406 70,378 ふるさと工房館 418.88 ㎡

 工作物等 16,500 8,271 あずまや（花の丘）
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(3) 主な修繕等の実績及び見込み 

 

６ 実施事業の概要 

(1) 指定管理業務 

① 施設の維持管理（警備・清掃・点検・修繕業務等） 

② 有料施設の利用承認、受付・案内業務 

カーリング場の利用承認 

③ 施設の利用促進（広告、宣伝等ＰＲ） 

 

(2) 【参考】指定管理者の自主企画事業（上記設備維持費に含まない独自事業） 

 

７ 都市公園法第５条及び同法第６条に基づく設置許可等の状況 
【設置許可】都市公園法第５条関係 

 
【工作物の占用許可】  都市公園法第６条関係 

 年度 負担者 修繕箇所 金額（千円） 備考

 
R4 年度

指定管理者 浄化槽部品取替　等        1,176

 北海道 サンピラー交流館改築　等      105,918 道が発注

 
R5 年度

指定管理者 冷却機温度変換器交換　等        1,494

 北海道 ふるさと工房館屋根補修　等      157,994 道が発注

 
R6 年度

指定管理者
原水ポンプ取替、トイレ排水トラップ修繕　

等

547

 北海道 木柵補修、遊具設備補修　外 163,759 道が発注

 
R7 年度

指定管理者 散水栓取替、ドアガラス修繕　等 598

 北海道 縁台補修、工房館扉補修　等 114,722 道が発注

 
R8 年度

指定管理者 作業機械修繕　等 680 予算額

 北海道 浄化槽ポンプ更新、園路補修　等 129,000 道が発注（予算額）

 ž カーリング教室（２回） 

ž カーリング大会（2 回） 

ž イベント開催（５回） 

ž 各種工芸講座（12 回）

 設置を許可した公園施設 規模等 許可使用料 許可先 終了期限

 売店 16.73 ㎡ 　10,038 円 (株)名寄振興公社 R9 年 3 月 31 日

 自動販売機 6 台 3.76 ㎡    2,256 円 (株)名寄振興公社 R9 年 3 月 31 日

 園路(木製階段) 42 ㎡        0 円 (株)名寄振興公社 R9 年 3 月 31 日

 天文台 7,708.27 ㎡        0 円 名寄市 R10 年 3 月 31 日

 駐車場 2,879 ㎡        0 円 名寄市 R12 年 3 月 31 日

 案内標識 1.46 ㎡        0 円 名寄市 R12 年 3 月 31 日

 案内標識 1 枚        0 円 名寄市 R12 年 3 月 31 日

 案内標識 1.6 ㎡ 0 円 名寄市 R12 年 3 月 31 日

 設置を許可した公園施設 規模等 許可使用料 許可先 終了期限

 電線・電柱 屋外５本 27m 46,110 円 (株)北海道電力 名寄営業所 R10 年 3 月 31 日

 バス停留所標識 1.45 ㎡１本 0 円 名寄市 R14 年 3 月 31 日


